
ゴミを出さない 表面に付着した汚れは水ぶきだけできれいに取り除かれ、粘着力が元に戻ります。

ゴミを拡散しない 従来の粘着マットは、シートを剥離するたびに表面から塵埃がはがれて周辺に飛散する可能性があります。
 本製品は表面の塵埃を確実にふき取れるので飛散がありません。

靴底をしっかり捕集 ポリウレタンが靴底の凹凸に沿って柔軟に変形するので塵埃をしっかりと捕集します。
 強力な粘着材で表面だけ捕集する従来の粘着マットのように足がとられることがありません。

長期間使える 3年間ほとんど粘着力に変化はありません。ロングライフでランニングコストに優れています。
 裏表はありませんので、汚れ具合に応じて裏返してご使用いただけます。

特長

用途

設置

清掃

物性

本製品を設置する床面をきれいに掃除して
ください。

裏面の保護フィルムをはがし、空気が入ら
ないように床面に敷いてください。

上面の保護フィルムをはがしてください。

高品質ポリウレタンゲルの自己粘着性を利用した、塵埃捕集用のマットです。
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●この測定値は参考値であり
　保証値ではありません。
●この内容は性能向上や、仕
　様変更等により、予告なく
　変更することがあります。
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●材質：ポリウレタン ●カラー:ブルー ●サイズ:500×900×5mm ●重量:約2.4kg ●日本製 Made in Japan

取扱説明書

保護フィルム/袋
PET、PE

クリーンルームの出入口・エアシャワー床・台車通路（塵埃の侵入防止）、デスクマット（粉体や毛埃の飛散防止）
半導体工場、電子機器製造、精密機械製造、食品製造、包装資材製造、印刷、塗装、製薬工場、医療施設など

〈ご注意〉屋内に設置してください。直射日光や紫外線の当たらない場所で、60℃以上の高温とならない環境でご使用ください。

〈ご注意〉●汚れがあると床面に密着せず、浮き上がりやはがれの原因となります。●凹凸のあるコンクリート床や木床は場合により、
　　　　  粘着テープを併用してください。●塗り床は塗装をはがしてしまう場合がありますので、粘着面積を調整してください。
　　　　 ●マットを床から無理に引き剥がさないでください。傷んだ箇所や亀裂のある部分から破れる場合があります。
　　　　 ●廃棄の際は、地方自治体の処理方法に基づき処理してください。

一定期間ご使用後、表面が汚れてきたときは、
１）水でぬらした雑巾をよく絞って、表面の付着物を拭き取ってください。
2）乾いた雑巾で表面の水分をよく取り除き、乾燥させてからご使用ください。

〈ご注意〉●汚れがひどく取れにくい場合は、中性洗剤を含ませて清掃してください。
　　　　　●砂や金属粉などが付着した場合、マット内部に入り込み、破れの原因となります。
　　　　　●濡れたまま使用しますと、転倒や汚れ拡散などの原因となります。

モップでもOK！

Printed in Japan
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クリーンウォーカー 特長 

業界初！  

高品質ポリウレタンゲルの自己粘着性を利用した、塵埃捕集用のマットです。 

表面に付着した汚れは水ぶきだけできれいに取り除かれ、粘着力が元に戻ります。 

 

従来の粘着マットは、シートを剥離するたびに表面から塵埃がはがれ落ちて周辺に飛散

する可能性があります。本製品は表面の塵埃を確実にふき取れるので飛散がありませ

ん。さらに、剥離のたびに出る使用済みシートのゴミも出しません 

 

ポリウレタンゲルが靴底の凹凸や台車の車輪に沿って柔軟に変形するので塵埃をしっ

かりと捕集します。強力な粘着材で表面だけ捕集する従来の粘着マットのように足がと

られることがありません。 

 

３年間ほとんど粘着力に変化はありません。 

ロングライフでランニングコストに優れています。 

裏表同じ粘着性ですので、汚れ具合に応じて裏返して使用できます。 

 

ＲｏＨＳ対応 

ＲｏＨＳ指令で指定された特定有害物質を含みません。 



 

 

 

 

クリーンウォーカー 用途 

塵埃の侵入防止 クリーンルームの出入口・エアシャワーの床・台車の搬入通路など 

粉体や毛埃の飛散防止や機器のずれ防止 デスクマット、クリーンベンチ内など 

 

 

人数の多い現場では連結配置が有効です 両面に粘着性があるので、裏返しもＯＫ！ 

場所の移動も簡単です。 

 

こんな業界にオススメします。 

半導体工場、電子機器製造、精密機械製造、食品製造、包装資材製造、印刷、塗装、製薬

工場、医療施設など 

 

   

クリーンウォーカー 仕様 

材質 ：本体/ポリウレタンゲル  保護シート/ＰＥＴ・ＰＥ 

カラー ：ブルー 

導電性 ：絶縁体 

サイズ ：500×900×5㎜ （厚み精度±１㎜） 

重量 ：約 2.4kg 

 



 

 

 

 

クリーンウォーカー VS. 剥離粘着マット 

 クリーンウォーカー 剥離粘着マット 

導入 

初期導入費用のみ。１シートで 

標準小売価格25,000円（税抜） 

１年程度で元が取れることになります。 

 

 

 

1 枚はがすごとに費用が発生します。 

剥離ﾌｨﾙﾑ枚あたり80円として、 

１日１回、年間稼働日数250日で 

１シート20,000円になります。 

１日２枚ですと倍の40,000円に。 

寿命 

自社実験で3年間使用を続け、粘着力の低下

は約－25％でし

た。 

実使用では劣化

はほとんど感じ

られません。 

はがすたびに、粘着面が新しくなり粘着力

は復帰します

が、塵埃のつい

たまま長期に使

用すれば効果が

ありません。 

粘着 

ポリウレタンの適度な自己粘

着性を利用して、靴底の凹凸

に沿って柔軟に変形してしっ

かり塵埃を捕集します。使用

後は、粘着マットに比べて靴

裏の汚れ具合に差がでます。 

 

 

 

ポリエチレンフィルムに塗

布した粘着材で塵埃を捕集

します。 

フィルムはがしたときは足

をとられてしまうほど強力

に粘着します。表面が硬く密

着しませんので、細かな取れ

残りがあります。 

設置 

裏表とも同じ粘着力で、

裏返して使用できます。

また敷き込み枠（フレー

ム）が必要ないので端ま

で効果があり、隙間なく

つなげて使用することも

可能です。 

ズレを防ぐため、30 枚単位のシートをフ

レームにはめて使用する必要があります。

フレーム幅 5 ㎝程

度は粘着がなく踏

んでも効果があり

ません。 

清掃 

表面を水拭きするだけで確実に汚れをふき

取れるので塵埃が

飛散することがあ

りません。 

モップでも清掃す

ることができま

す。 

汚れたらはがすだけですので大変簡便で

すが、塵埃の付着したポリエチレンのゴミ

の塊が発生します。

さらにフィルムをは

がすたびに、表面に

浮いた塵埃が周囲に

飛散する可能性があ

ります。 

素材 

ポリウレタン樹脂を超軟質のゲル状にした

ものです。やわらかさと弾性を持ち、耐摩耗

性・耐油性・耐薬品性に優れています。エー

テル系ウレタンのため加水分解はしません。

単一素材のため粘着材の付着もありません。

多層粘着マットはポリエチレンフィルム

に粘着材を塗布し積層しています。粘着材

がはがれ靴底に移ると逆効果となります。

また、剥離不要の軟質塩ビを使用したマッ

トも市場にありますが、やわらかさや長期

特性が異なります。 



 

 

 

クリーンウォーカー 物性 

項目 数値 単位 備考（JIS No.） 

比重  1.04   K7311  

硬度 Shore A 8   K7312   

  Asker C 30   K7312   

引張強度 強度 191.1 N/mm2 K7312   

  100％伸び応力 34.7 N/mm2     

  200％伸び応力 65.6 N/mm2     

  300％伸び応力 153.9 N/mm2     

引張伸び   350 % K7312   

引裂強度   44.2 N/mm K7312   

圧縮強度 10% 5.8 N/mm2 K7312   

  20% 16.1 N/mm2     

  30% 29.7 N/mm2     

圧縮弾性率   82.3 N/mm2     

耐水性   異常なし   K7312   

吸水率 常温  24hrs 4.1 % K7209   

(W/V) 40℃  24hrs 4.9 % K7209   

耐油性 40℃  24hrs 異常なし % K7312 No1 油 

耐酸性 23℃  22hrs 1.06 % K7312 ＨＣｌ 

耐アルカリ性 23℃  22hrs 1.01 % K7312 NaOH 

耐熱老化 引張強度 188.2 N/mm2 K7312 80℃48hrs 

圧縮永久歪み 70℃   22hrs 7 % K7312   

  100℃ 70hrs 12.3 % K7312   

圧縮疲労 常温 10000回変化なし 50％圧縮繰り返し 

耐熱温度   -30～80 ℃     

耐寒性 （-30℃） 脆化せず       

粘着性 180°ピール 0.045 N/25mm Z0237   

  保持力 5 sec Z0237 1kg 24hrs 

  ボールタック    Z0237 30 度 

適正荷重   7.15 N/mm2     

この測定値は参考値であり保証値ではありません。この内容は性能向上や仕様変更等により予告なく変更することがあります。 



 

 

 

 

クリーンウォーカー 物性説明 

 

【比重】 

ある物質の質量と、それと同体積の基準物質の質量との比。基準物質は純水。 

比重が 1よりも大きい物質は水に沈み、1よりも小さい物質は水に浮く。 

【硬度】 

 物質の硬さ。 

アスカーＣは、スポンジやウレタンフォームなどの硬さを測定するのに用いられる。 

ショアーＡは、一般ゴムの硬さを測定するのに用いられる。 

【引張強度】 

物質が一定方向に引っ張られたときに、断裂せずに耐える限界の強さ。 

【引裂強度】 

 切込みの入った試験片を引裂いたときの強さ。 

【圧縮強度】 

 圧縮荷重に対し、物質が持ちこたえることができる最大応力のこと。 

壊れない場合は、その物を任意の量だけ変形させるために必要な応力。 

試験片の元の断面積で最大荷重を割った値。 

【圧縮弾性率】 

変形のしにくさを表す。 

弾性体に外力を加えて変形させるとき、弾性範囲内での応力とひずみとの比。 

【耐水性】 

ある物質が水分に長時間接触しても性状の変化を起こさず、使用に問題がない性能。 

【吸水率】 

規定温度の水中に一定時間浸漬して、プラスチックが吸収した水の重さを測定する。 

吸水性の高い物は一般的に耐薬品性の劣化が大きく、また耐候性が低下する。 

【耐油性】 

ある物が油脂類に長時間接触しても性状の変化を起こさず、使用に問題がない性能。 

40℃の JIS 試験用潤滑油 No. 1 に 24時間浸漬し質量の変化を測定した。 

【耐酸性】 

ある物が酸に長時間接触しても性状の変化を起こさず、使用に問題がない性能。 

23℃の 10%塩酸（HCl）に 22時間浸漬し質量の変化を測定した。 



 

 

 

 

クリーンウォーカー 仕様説明 

 

【耐アルカリ性】 

ある物がアルカリに長時間接触しても性状の変化を起こさず、使用に問題がない性能。 

23℃の 10%水酸化ナトリウム（NaOH）に 22時間浸漬し質量の変化を測定した。 

【耐熱老化】 

規定温度で規定時間加熱して老化を促進されることに抵抗する性質。 

80℃の環境に48時間放置したあと、引張強度を測定した。 

【圧縮永久ひずみ】 

規定温度で規定時間圧縮させたあと、圧縮力を除いて規定時間経過後の残留しているひ

ずみ。70℃で 22時間、100℃で 70時間をそれぞれ測定した。 

【耐熱温度】 

比較的短時間で、何度まで耐え得るかという最高限界温度。 

【耐寒性】 

低温下で弾性がなくなるかどうか。 

【粘着性】 

ピール：25 ㎜幅の試験片をステンレス板に貼り圧着さ

せたあと引き剥がすのに必要な力を測定。 

引剥角度 180°。 

保持力：静荷重をかけたとき粘着がズレに耐える力。 

試験片をステンレス板に貼り圧着させたあと垂直 

に下げ、荷重をかけズレた距離を測定。 

貼付面積 25×25㎜、荷重 1kg。 

ボールタック：30°の傾斜で 100 ㎜の助走路に 100

㎜の試験片を貼り、規定の鋼球を転がす。停止

した鋼球の番号を表示。 

 

【適正荷重】 

適正荷重は１５％ひずんだ時の圧縮応力値です。この１５％付近のひずみの時、振動吸

収値が一番優れているので目安として適正荷重としています。 

 

 



 

 

 

クリーンウォーカー 設置/清掃 

設置 

①本製品を設置する床面をきれいに掃除して

ください。 

 

 

 

②上面の保護フィルムをはがしてください。 

 

 

 

 

③裏面の保護フィルムをはがし、空気が入らな

いように床面に敷いてください。 

 

 

＜ご注意＞ 

●屋内に設置してください。直射日光や紫外線が直接当たらない場所で、60℃以上の高温

とならない環境でご使用ください。 

●汚れがあると床面に密着せず、浮き上がりやはがれの原因となります。 

●凹凸のあるコンクリート床や木床は場合により、粘着テープを併用してください 

●塗り床は塗装をはがしてしまう場合がありますので、粘着面積を調整してください。 

●廃棄の際は、地方自治体の処理方法に基づき処理してください。  
 

※ゲル粘着のため、しっかりとくっつきます。床材によっては下地が一緒に剥がれる事が 

ありますのでご注意ください。 

※鋭利な部材では簡単にポリウレタンゲルが裂けます。手押し車のストッパーやカッター

ナイフなどの使用時にはご注意ください。 

※マットを床から無理に引き剥がさないでください。傷んだ箇所や亀裂のある部分から破

れる場合があります。 

 

 



 

 

 

一定期間ご使用後、表面が汚れてきたときは、 

①水でぬらした雑巾をよく絞って、表面の付着

物を拭き取ってください。 

②乾いた雑巾で表面の水分をよく取り除き、乾

燥させてからご使用ください。 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

●汚れがひどく取れにくい場合は、中性洗剤を含ませて清掃してください。 

●砂や金属粉などが付着した場合、マット内部に入り込み、破れの原因となります。 

●濡れたまま使用しますと、転倒や汚れ拡散などの原因となります。 

 

モップでの清掃 

 

 



 

 

 

クリーンウォーカー Ｑ&Ａ 

 

Ｑ ポリウレタンはどういった素材ですか？ 

ポリウレタンは基本的には2種類の主原料を混合／反応させることによって生成される

ポリマー（プラスチック）です。配合処方および成形方法を変えることにより、フォー

ムクッション、断熱フォーム、エラストマ−、塗料、接着剤、合成皮革（人工皮革）、弾
性繊維など幅広く使われています。具体的な用途としては、 

    * 自動車のシート、寝具、家具などのクッション材 

    * 電気冷蔵庫、自動販売機、ショーケース、コンテナ船などの断熱材 

    * 建築分野～、断熱パネル、防水材、シーリング材、床材など 

    * スポーツ分野～、舗装材・テニスコートなど、ゴルフボ−ル、スキー、ラケットなど 
    * その他 衣類、靴、鞄などがあります。 

 

ポリウレタンは化学結合により、エステルタイプとエーテルタイプに分けられます 

クリーンウォーカーはエーテルタイプになり、以下のような特徴があります。 

・機械的性質、耐熱老化性、耐磨耗性、耐化学薬品性など良好 

・耐寒性やゴム弾性に優れる 

・構造上、加水分解（水と反応し分解する）を起さない 

 

 

Ｑ 軟質塩ビのマットと比べて何が違いますか？ 

一般に可塑剤を 10%～ 60%程度配合している塩化ビニル樹脂を軟質塩化ビニル樹脂（軟

質塩ビ）と呼びます。 この可塑剤として、一般にフタル酸エステルが使用されます。 

また塩化ビニル樹脂は、成形加工時の熱による分解や、紫外線などの光による分解を防止

するために、安定剤が添加されています。 

⇒塩ビは添加剤の量が多いので、その分ブリードはしやすい材料となります。 

 

塩化ビニル樹脂の安全性で現在最も心配されているのが、フタル酸エステル類による環境

汚染です。⇒燃焼させた場合、塩ビ系は有害ガスが発生します。ウレタンは発生しません。 

 

 

 



 

 

 

Ｑ 粘着マットと比較して、粘着性はどうですか？ 

物性資料で表記の接着テープの規格（JIS Z0237）のテストでは、材料の厚み

が異なるので適切な比較や評価ができません。 

以下、ＪＩＳ試験用粉体の関東ローム層（土埃）を使った粘着テストでの結果

を紹介します。《上履き用ですので、土や砂を想定した試験ではありません》 

   

クリーンウォーカー 靴裏のパターンがくっきり。10 回踏んだ靴底は…、細かな溝までき
れいに取れていますので、靴底の表面が白く見えます。 

   

粘着マット 靴裏のパターンが「がたがた」。10回踏んだ靴底は…、表面の小さな起伏に入
り込んだ土埃は粘着マットで捕集できず残っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

クリーンウォーカー 

キャスターのエッジもきれいに取れていま

す。 

粘着マット 

キャスターのエッジに付着した土埃の残りが

見られます。 

クリーンウォーカーと粘着マットを並べて敷き、 

荷重をかけた台車をいったん関東ローム層（土埃）の 

上を通過させてから、マットの上を通過させています。 

 

 



 

 

 

Ｑ 耐荷重は？ 

物性表の圧縮強度３０％の値を見ていただくと「29.7N/mm2」ですので、1 平方ミリあたり約 3kｇの静荷

重に耐える能力はありますが、繰り返し荷重がかかることを想定して最下段に「適正荷重：7.15N/mm2

（1 平方ミリに約 0.7kg）」としています。〔たとえば 30mm×10mm＝300mm2の場合 210kg〕 

※ ただし、数字のとおりに「１平方ミリ」の面積にピンポイントで荷重をかけると、亀裂や破損の原因と

なります。静荷重時の値としてください。 

 

Ｑ リフトは通してよいか 

上記の静荷重に耐えても、マット上での車輪の転回などで表面を傷つけることがあります。 

寿命に影響しますのでご理解のうえ、ご使用ください。 

 

Ｑ 掃除で何かいい方法は…. 

2010 年 8月末出荷の商品から、「おすすめポイント」を記

載した資料を商品に同梱しています。 

こちらには、設置場所や設置方法のほかに、推奨のモッ

プを使用した掃除の手順を記載しています。 

また、当社ホームページでも「おすすめポイント」として、

同じものを掲載しています。ビデオもごらんいただけます。 

アドレスは http://www.vessel.co.jp/post-2.html 

 

■推奨清掃用具■ 

ETTORE 製 クリーニングツール 

71141 バックフリップ（モップ＋ワイパー） 

42104 リーチポール･1.2m（柄） 

85000 角型バケツ･50×25×24cm 

85300 水切り 

85100 ふた 

85200 キャスター･4 個セット       

■問合せ先■ 

ｅ-サービスエクスプレス株式会社 

電話 03-5600-7156  WEB http://ettore.jp 

 

 

 

 



 

 

 

Ｑ アルコールで拭いてよいか 

使用可能です。 

だだし、水拭きのようにウエスや雑巾が「十分湿った状態」でないと、表面についたほこりを浮かして拭

い取ることができません。 

 

Ｑ フレームがほしい。 

従来の剥離式粘着シートのフレームを使用していただくこともできますが、お勧めしません。 

１）粘着しない部分が周囲にできてしまう。 

（クリーンウォーカーのほうが従来の粘着マットよりも小さいので 900×100 の隙間ができます） 

２）段差ができて台車を通すときに振動が起こる。 

※ 一般的にフレームを使用する理由は、場所の固定、つまずき防止、台車の通過用です。 

フレームなしでご使用ください。 

 

Ｑ 使い始めの日付をわかるようにしてほしい 

2010 年 8月末出荷の商品から、「足踏み励行ラベル」を商

品に同梱しています。 

日本語/中国語/英語のラベルで、水に強いユポ紙に印刷

しています。このラベル左下に日付の記入欄を設けていま

す。ご記入していただき切り取ってマットに貼ってご使用く

ださい。 

 

Ｑ 硬くしてほしい…柔らかいので台車がとおしにくい 

ポリウレタンゲルの自己粘着特性は、素材の硬度に影響します。硬度がより硬くなると粘着度が低下し

塵埃は付着しにくくなります。また柔らかすぎると、粘着力が増し床面に強力に引っ付いてしまう恐れが

あります。現在のマットの硬度は、長期実験と使用状況を考慮して決定したものです。 

今後の課題として、より適した硬度の設定や材料の研究をつづけていきます。 

 

Ｑ エッジをテーパーにしてほしい。台車を通しやすく… 

裏返すと裏面も同様に使用できる特長がありますので、片側にテーパーをつけると使いづらくなります

ので、製品への適用は考えていません。 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ｑ 溶剤への耐久性、薬品への耐久性 

物性資料をご参照ください。 

また、漂白剤として使われている「次亜塩素酸ナトリウム（強アルカリ性）」で特に劣化するこ

とはありませんが、薬品が飛び散ったり、ついた部分は漂白効果で「製品の青色」が抜け

てしまいます。 性能上は問題ありません。斑点ができたりしみができたりします。 

 

Ｑ ３年の根拠は 

製品化の前に３年間、工場にて試験導入して、「効果」「耐久性」を調べました。２０人程度の作業者が

出入りする屋内の入り口に設置し、清掃は汚れが目立ってきたとき水ぶきをおこないました。 

製造時と３年後の粘着度と硬度を比較し、劣化の度合いを調べています。テストサンプルでは、 

粘着度は製造後１週間：0.0432 N/25 ㎜⇒三年間使用後：0.036 N/25 ㎜ で約 17％ダウン。 

硬度は製造後 1週間：Shore A 30 ⇒三年間使用後：Shore A 31 で約 3％アップ 

この時点で使用上の問題はないと判断しましたが、すべてのお客様の使用状況には適用できません

ので、参考値としてください。 

使用環境の違いによっては、表面の傷つきがはげしく汚れが取りにくくなったり、亀裂が入ってはがす

ときに破れたりということが想像されます。「３年間」は保証値ではありませんのでご注意ください。 

 

Ｑ 廃棄の方法 

事業者から出る廃棄物で一般ゴミとして処理できませんので、「産業廃棄物」として処理してください。 

 

Ｑ 切り粉や小石の捕集は？ 

クリーンルーム入室前の上靴の靴裏の塵埃除去を目的にしたマットですので、外履きの靴の土や切削

くずの捕集には使用できません。 

※ 切り粉や小石がマットの内部に入り込むと除去できません。さらに亀裂の原因となり寿命が短くな

ります。 

 

Ｑ 劣化現象は？ 交換時期の目安は？ 

「変色（黄変）」：青色ですので見た目分かりにくいと思います。使用上は問題ありません。 

「溶解」：紫外線や高温に長時間さらされた場合に起こります。触ると端の方が液状化しています。冷暗

所では通常起こりませんが、使用条件によっては起こる可能性はゼロではありません。溶解する手前

では粘着が極端に上がりますのでそれがサインになります。  

「汚れが取れにくい」：これは素材の劣化とはいえませんが、水拭きしても汚れが取れにくくなった場合

は、繰り返し汚れが付着して汚れの粒子がゲル内に埋没してきていることが考えられます。拭き取りで

なく流水での水洗いで落ちれば復活します。それでも落ちない場合は埋没によってゲルが傷ついて破

損しやすい状態になっていることが考えられますので、交換時期の目安としてください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ホームページアドレス http://www.vessel.co.jp 
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